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道の駅による地域観光振興
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はじめに

道路整備が進み、人々の移動手段として

自家用車を使う機会が増えた。同時に、休

憩施設も次々に設置され、長距離移動が以

前に比べてとても快適なものとなった。そ

の際に欠かせない施設として、近年注目さ

れているのが「道の駅」であり、国土交通

省道路局ホームページのアクセス件数を見

ても、渋滞情報に次いで道の駅の利用案内

が多く1）なっている。道の駅とは、道路利

用者のための「休憩機能」、道路利用者や地

域の方々のための「情報発信機能」、町と町

とが手を結び活力ある地域づくりを共に行

うための「地域の連携機能」の三つの機能

を併せ持つ休憩施設2）のことである。バブ

ル経済崩壊後、地域への投資縮小、財政の

逼迫、地域経済の低迷など著しい影響を受

けた地方・地域は、その万策として道の駅

を通じての観光交流による地域活性化へシ

フト3）していった。道の駅は高速道路上の

サービスエリアとは異なり、一般道路に設

置され誰でも利用することができ、機械化

により快適さを追求した施設に比べて、そ

れぞれの地域の特色を活かした施設やイベ

ントが魅力である。そのため、観光の新し

いあり方を見直す上で地域との結びつきは

有効な手段とされるようになった。しかし

一方で、経営面やサービス内容に関しての

課題もある。

世界から愛される地域密着型の観光スポ

ットとなるための要素とは何か。道の駅の

現状を調査し、地域との結びつきやそこに

息づくホスピタリティ、今後のあるべき姿

について考えていく。そして単なるドライ

バーの休憩施設ではなく、他地域や外国の

方に訪れ、楽しんでもらえる場所を目指し

て、論じていきたい。

1．道の駅と地域のつながり

道の駅が他の観光施設と大きく異なる点

は「地域との連携」を大切にしているとい

うことである。近年、道の駅は急速に設置

数を増やしているが、ここには設置する市

町村の事情もある。道の駅というツールを

使えば、これまで目の前を通過する観光客

を指をくわえて見ていた地域が、観光客で

賑わい特産品の販売にもつながるのである

から、当然の成り行き1）であると言える。

同時にその地域を訪れる観光客にとっても

全国津々浦々に道の駅が設置されるように

なって、ドライブの楽しみが増えた5）とい

うメリットがある。その背景には、隣接す

る米軍基地を展望台から見ることが出来た

り、干潟体験が出来たりと、地域と利用客

が触れ合える駅が日本全国に点在し、休憩

所としてだけではなく、新しくアミューズ

メント的な要素を持った駅が増えてきてい

るという実態がある。

しかし、課題も多く残されている。過大

投資後の維持費に押しつぶされたり、非効

率な経営で決算が実質赤字という駅、特産

品を並べて売るだけの「直売型ドライブイ

ン」に成り下がってしまった駅、営業に熱

心になるあまり地域との連携が疎かになっ

て申し轢を抱えている駅もある。さらに、設

置する自治体が隣町に負けじと施設を大型

化したことで、道の駅間の距離が一定に保

ちにくいという問題も起き始めたため、全

国の道の駅の所在はかなり偏っている6）。

道の駅とは、地域における観光のアピー
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ルや活性化の場であり、コミュニティ交流

の場としての役割を期待されている7）。交

流の内容は、商品に対する情報に関する質

問、料理法に関する質問などのほか、特に

直接連絡を取ってくる消費者の多いのが、

商品への賞賛・感謝を伝える例である8）。

さらにこれからは、都市と地域を結ぶひと

つの社会システムとして存在し、道の駅全

体のレベルアップをはかる必要も出てくる

だろう。しかし、自ら積極的に取り組み、

地元の住民や事業者を巻き込む形で交流を

始めた駅長もいる一方、これまでの取組み

を変えようとしない駅長がいることも事実

や）であり、道の駅全体を変えていくことは

大変難しいと思われる。今後は、道の駅間

の交流と連携を促進し、相互啓発するとと

もに、外部専門家や外部機関の指導やノウ

ハウの導入が必要になる10）という考え方が

出てきているが、私は、その意見にはあま

り賛成できない。新しいものばかりを取り

入れ、道の駅が本来の温かみを失ってしま

うからである。これ以上状況が悪化するよ

うなことがあれば、どこにでもある大衆的

な休憩所と区別がつかなくなってしまう虞

がある。もし、外部の指導を受けるとなれ

ば、道の駅は地域に根付いた場所でなけれ

ばならないということに十分注意すべきで

ある。

2．道の駅による観光と課題

2・1サービスエリアとの比較

ここでは、道の駅とほぼ同じ特徴を持つ

サービスエリアとの比較を通して、それぞ

れの社会の中での位置づけを見ていきたい。

高速道路のように出入りの制限されている



道路上では、安全のため、適当な間隔をも

って休憩施設を設置する必要がある。その

ためにつくられたのがサービスエリアとい

う休憩所である。サービスエリアはレスト

ランや給油所を整備し、お客様と自動車が

必要とするサービスをほぼ完全に満たしう

る機能を備えることを基本11）としている。

しかし今や、サービスエリアは、休憩所か

ら「お客様満足施設」を目指して、時々刻々

と変化している。注目すべきは、「ハイウェ

イ・コンビニエンス」と「快適なトイレ」

の登場である。前者は、エリアごとの特性

に応じて展開する新しいスタイルのコンビ

ニエンスストアのことで、「健康・安心・安

全の提供」、「少子高齢化を考慮した店舗」、

「ゆとりの演出」、「地域特性の演出」、「上

下線の利用特性を生かす品揃え」等を基本

コンセプトとし、リラクゼーションコーナ

ーや医薬品を販売するコーナーなどを備え

ている。また後者は、これまでのトイレと

いえば、3K（暗い・汚い・臭い）であったが、

これからは4C（明るく『clear』・清潔

『clean』・快適『colmfortable』・つい行っ

てみたくなる『charming』）となるよう、徐々

に改良が進められている。さらに、平成20

年度末までに、サービスエリア等の洋式便

器全てに洗浄器付き便座を整備し、和式便

器も洗浄器付き洋式便器に替えていく12）と

いうことである。

こうして見ると、各分野が権限を持って、

訪れる人を迎える設備が整っているという

点で、サービスエリアは道の駅に比べて先

を行っているように思える。

そこで、道の駅の社会での位置づけを確

認し、今後どう改善すべきかを考えるため

に、SWOT分析13）（表－1）を用いてサービスエ

リアと比較する。

（表一1）SWOT分析による道の駅とサービス

エリアとの比較

S（strengths）内部環境・資源の中で積極

的に活用できる強み

薄l■・駅

・イベント豊富

・施設内のものが手作り

・生鮮食品を安定確保できる

SA・PA

・提供サービス充実

・機械化

・休憩スペースが多く広い

W（Weaknesses）内部環境・資源の中で何ら

かの改善を必要とする弱み

遺し’上里

・管理不十分による個性喪失

・営業時間が短い

・所在地がわかりにくい

・訪日外国人へのサポートが少ない

SA・PA

・地域との接触が少ない

・イベントが少ない

0（opportunity）外部環境・資源の中で、

自地域にとって支援的

に作用する要素

lゝ‾の星

・送迎バスの運行

・インターネットサイトの充実

t周辺農家との提携

SA・PA

・民営化による外部企業の進出

T（threats）外部環境・資源の中で、自地

域にとって阻書的に作用する

要素

造 型堅

・自然 に左右 され やす い

・大型 複合 商業施 設の 進出

SA ・PA

・制度 に対す る疑 問や 不満

さて、（表－1）のように分析をしたところ、

道の駅がホスピタリティが溢れる、誰もが

安心して立ち寄ることが出来る場所を目指

すにあたり、今回は、日本人と訪日外国人

（特に中国人）の特徴と共に、モノ・コト・

ヒトに分けて考えてみることにした。

まず、モノだが、道の駅はサービスエリ

アに比べると、全体的に敷地が手狭である

にも拘らず管理が不十分であったり、営業

時間が短かったりする。ほぼすべてが機械
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化されたサービスエリアは、文字通り、一

方的なサービス提供の場でしかないため、

地域との交流など無い。しかし、営業時間

が長く、民営化による外部企業の進出によ

り「訪れる人をどれだけ満足させられるか」

という点では勝っていると思う。外国人観

光客を温かくもてなす体制作りには、各観

光施設、情報提供施設などの対応は勿論、

発地から観光地までの交通アクセスの整備、

また観光対象間の移動手段・交通施設など

ハード面の整備が必要不可欠である。道の

駅としての価値を残し、質の高いおもてな

しによって満足してもらうためには、まず

駅内の設備の見直しが必要になってくる。

次にコトは、イベントに関することであ

る。道の駅においては、収穫祭や体験事業、

マラソンなど屋外で催されるものがほとん

どであり、気候にも左右される。しかし、

イベントは道の駅にとって、他とのコミュ

ニケーションの場であり、道の駅を訪れる

人にとっても楽しみの一つであって、欠か

すことの出来ないものである。これは外国

人観光客が望むところとも一致している。

特に中国人は、日本の四季（桜・梅・紅葉な

ど）に基づく花見、条、さらに企画・演出力

のあるイベント11）などに興味をもつ。イベ

ント開催のための投資は必要であるが、日

本らしいイベントへの参加の仕組みを作り、

長期的な視野をもって自然との調和もはか

ることで、地域独特のイベントを絶やす事

のないよう、さらなる飛躍を期待したい。

最後にヒトだが、地域色豊かで、生鮮食

品を安定して確保できるというのは、立地

から考えて当然のことであり、その場で調

理・販売するものは材料や調理法が明確で、

購入する側としても安心である。現在、周

辺の農業や漁業関係者と提携している道の

駅は多く、それを利用した収穫祭や試食会

も実施されている。しかし、農業や漁業を

営んでいる人は高齢者が多いため、道の駅

スタッフが情報発信のためのホームページ

管理などを手伝うことが必要である。地域

の素材を提供する個人と必要なお手伝いを

する道の駅、そこへ情報を得た他地域の人

が来ることで、地域の活性化とともに人同

士のつながりが生まれる。そうなれば、モ


